
測定結果は、環境の変化によって影響が出ます。

以下の場合でも、正しく測定できない場合があります。

正 し く 測 定 す る た め に

機器を測定する室温※で30分程度なじませてから測定してください。

額の表面温度が測定場所※の温度になじむまで、測定場所でしばらく休憩をしてから測定してください。

※測定は、室温が10℃～40℃の環境でおこなってください。

額に風があたっている

額の近くに手を添えている

直射日光が
額に当たっている

測定の妨げになるものがある

額と本体の距離が近すぎる

額が汗などで濡れている

冷却シート等を額に貼って解熱対応されている患者様には、サーモフレーズの使用は控えてください。

人の移動 体温計の移動

寒い場所から暖かい場所に移動した場合

暖かい場所から寒い場所に移動した場合

寒い場所から暖かい場所に移動した場合

暖かい場所から寒い場所に移動した場合

測定結果が

高く表示
される傾向

測定結果が

低く表示
される傾向

エアコンや扇風機などの風が
額にあたっていると、額の表
面温度が下がり、正しい体温
を表示することができません。

汗などで額が濡れていると表面温度が
下がり、正しい体温を表示することが
できません。

髪の毛やファンデーションなど、測定
の妨げになるものが額とセンサーの
間にあると正しく測定されない場合が
あります。

体温計を額に垂直に向けて、4cm以上
離れた距離からゆっくりと近づけてくだ
さい。

額の近くに手などの他の部位が
あると、測定センサが額以外の
温度を測定してしまう場合があ
ります。

直射日光が額にあたっていると、額の表
面温度が上がり、正しい体温を表示する
ことができません。

測定結果が

低く表示
される傾向

測定結果が

高く表示
される傾向



腋下体温計・非接触体温計の特徴

非接触体温計の体温の測り方

腋 下 体 温 計 ・ 非 接 触 体 温 計 と は ？

額表面の赤外線量を計測し、
腋下温度に換算して体温を表示します。

非接触体温計
腋下電子体温計は、先端の
センサーで温度を感知します。
ワキをしっかりと閉じること
で体の内部の温度が反映され
ます。

腋下体温計

NISSEIの技術で
腋下温度に補正！

非接触体温計を
額に近づけると

額から放たれている
赤外線量を計測して

赤外線量
測定中…

体温が高ければ、

赤外線の量は

多くなります！

36.8℃

腋下温度に
換算して表示

この赤外線量なら
腋下温度だと
36.8℃

▶ ▶

体温計種類　　　　感染症対策　　　　　　測定時間　　　　　　　　  測定精度

非接触体温計

腋下体温計

皮膚に触れない

皮膚に触れる

最短約1秒

約30秒（実測は約10分）

環境の変化によって影響を受ける

実測測定ができる（約10分）


